
「望ましい体制整備のあり方」骨子（案）

第１章 基 礎 知 識 編

１．災害に係わる住家の被害認定とは

２．り災証明書に基づく様々な被災者支援策

３．応急危険度判定及び被災度区分判定との関係

第２章 大規模災害発生時編

１．初動体制

２．調査方針の検討

３．住民への広報

４．被害調査の準備

① 調査計画の作成

② 調査に必要な資機材

③ 人員コーディネート

５．被害認定調査の実施

① 被害認定調査のコーディネート

② １日の調査の流れ

③ １棟の調査の流れ

④ 現地調査後の処理

６．り災証明書発行の準備

① り災証明発行の体制整備

② り災台帳（データベース）構築

③ 会場の確保と必要資材の準備

７．り災証明書の発行

８．内部立入調査

第３章 事前準備編

１．体制づくり

① 都道府県・市町村の連携体制

② 応援体制の構築

③ 都道府県の体制

④ 市町村の体制

２．対応規模の事前予測

３．事前訓練

４．広報
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